
光
が
丘
の
人
口
は
１
７

５
人
減
少
し
て
２
万
８
２

７
４
（
男
１
１
７
減
少
　

女
58
減
少
）。
世
帯
数
は

30
増
加
し
て
１
万
２
６
２

７
。春

日
町
で
は
２
３
６
人

増
加
し
て
２
万
５
０
０
０

（
男
53
増
加
　
女
１
８
３

増
加
）
。
世
帯
数
１
１
０

増
加
し
て
１
万
１
９
７

０
。高

松
は
１
０
２
人
増
加

（
男
31
・
女
71
増
加
）。
世

帯
数
66
増
加
し
て
７
５
０

８
。

田
柄
は
１
８
８
人
増
加

（
男
91
・
女
97
人
増
加
）。

世
帯
数
１
９
３
増
加
し
て

１
万
２
８
０
７
。

旭
町
は
81
人
増
加
（
男

17
・
女
64
増
加
）。
世
帯

数
81
増
加
し
て
６
５
２

９
。

土
支
田
１
９
７
人
増
加

し
て
１
万
３
２
７
３
（
男

１
０
５
・
女
92
増
加
）
。

世
帯
数
は
１
２
２
増
加
し

て
５
６
７
０
。

谷
原
の
人
口
は
２
４
７

増
加
し
て
１
万
２
５
６
７

人
（
男
99
・
女
１
４
８
増

加
）
。
世
帯
数
は
１
２
５

増
加
し
て
５
３
４
６
。

丁
目
別
の
推
移

光
が
丘
１
丁
目
世
帯
数

１
５
７
４
（
昨
年
比
40
増
）

人
口
２
７
９
７
（
同
18

増
）
。
２
丁
目
同
２
６
４

０
（
同
９
減
）
人
口
５
９

０
４
（
同
89
減
）。
３
丁

目
同
３
８
９
６
（
同
20
増
）

人
口
９
１
１
１
（
同
３

増
）
。
５
丁
目
同
１
５
５

３
（
同
17
減
）
人
口
３
４

１
７
（
同
79
減
）。
６
丁

目
同
４
６
１
（
同
３
減
）

人
口
１
０
９
９
（
同
15

減
）
。
７
丁
目
同
２
５
０

３
（
１
減
）
人
口
５
９
４

６
（
同
13
減
）。

春
日
町
１
丁
目
２
０
０

５
（
64
増
）
人
口
４
２
１

５
（
同
１
５
４
増
）
。
２

丁
目
２
１
５
７
（
48
増
）

人
口
４
５
５
４
（
49
増
）。

３
丁
目
２
０
１
３
（
15
増
）

人
口
４
０
２
８
（
７
減
）。

４
丁
目
２
１
０
０
（
27
増
）

人
口
４
３
８
８
（
36
増
）。

５
丁
目
２
１
０
５
（
19
減
）

人
口
４
４
７
６
（
18
減
）。

６
丁
目
１
５
９
０
（
21
増
）

人
口
３
３
３
９
（
22
増
）。

高
松
１
丁
目
１
３
５
８

（
７
減
）
人
口
２
８
５
６

（
19
減
）。
２
丁
目
１
０
９

９
（
１
２
０
減
）
人
口
２

４
８
０
（
26
減
）。
３
丁

目
１
２
０
４
（
35
増
）
人

口
３
１
２
９
（
49
増
）
。

４
丁
目
１
３
７
５
（
26
増
）

人
口
３
２
６
１
（
47
増
）。

５
丁
目
１
１
９
３
（
２
増
）

人
口
２
６
２
４
（
51
増
）。

６
丁
目
１
２
７
９
（
17
増
）

人
口
２
８
３
５
（
０
）。

田
柄
１
丁
目
２
２
５
４

（
19
増
）
人
口
４
９
４
２

（
25
増
）。
２
丁
目
３
４
４

７
（
76
増
）
人
口
６
８
８

７
（
１
３
７
増
）
。
３
丁

目
２
４
０
８
（
５
減
）
人

口
６
０
１
３
（
71
減
）
。

４
丁
目
２
９
６
２
（
53
減
）

人
口
７
０
７
５
（
47
増
）。

５
丁
目
１
７
３
６
（
50
増
）

人
口
４
０
５
４
（
50
増
）。

関
連
記
事
３
面

 

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
の
練
馬
区
町
丁
別
・
男
女
別
・
年

齢
別
人
口
一
覧
表
に
よ
る
と
区
全
体
の
人
口
は
71
万
９
１
０
９

（
前
年
比
４
４
５
３
増
加
）
そ
の
う
ち
男
性
35
万
２
０
０
０
（
同

１
７
０
６
増
加
）
女
性
36
万
７
１
０
９
（
同
２
２
４
７
増
加
）。

世
帯
数
は
35
万
５
５
６
４
（
同
４
８
３
２
増
加
）
し
た
。
本
紙

関
係
分
（
光
が
丘
　
春
日
町
　
田
柄
　
高
松
　
旭
町
　
土
支
田

谷
原
）
の
人
口
は
、
13
万
８
１
４
７
で
６
２
９
増
加
。
世
帯
数

は
６
万
２
４
５
７
（
同
７
７
７
増
加
）
中
で
も
春
日
町
の
人
口

は
２
３
６
増
加
し
て
２
万
５
０
０
０
。
世
帯
数
で
は
田
柄
が
１

９
３
増
加
し
て
１
万
２
８
０
７
で
そ
れ
ぞ
れ
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。

世
帯
数
は
全
町
で
増
加

本紙関係分

光
が
丘
新
聞
は
、
現
在
月
２
回
、
５
日
と

20
日
に
発
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
28

年
４
月
よ
り
月
１
回
、
５
日
号
の
み
の
発
行

と
い
た
し
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社
　
光
が
丘
新
聞
社

お

知

ら

せ



エ
コ
ポ
リ
ス
板
橋
下
赤

塚
地
区
環
境
行
動
委
員
会

と
地
元
中
学
生
が
協
力
し

て
作
成
し
た
『
バ
ス
停
で

の
禁
煙
を
呼
び
か
け
る
』

ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
、
１

日
、
国
際
興
業
㈱
へ
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
下

赤
塚
地
区
の
町
会
・
自
治

会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
学
校

関
係
者
、
商
店
主
な
ど
で

構
成
さ
れ
、
地
域
の
環
境

美
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
「
エ
コ
ポ
リ
ス
板
橋

下
赤
塚
地
区
環
境
行
動
委

員
会
」
が
、
公
共
空
間
の

な
か
で
も
身
近
な
バ
ス
停

で
の
喫
煙
が
、
吸
殻
の
ポ

イ
捨
て
や
通
勤
・
通
学
客

な
ど
の
バ
ス
利
用
者
や
通

行
人
へ
の
迷
惑
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
考
え
、
禁
煙

を
呼
び
か
け
る
ス
テ
ッ
カ

ー
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し

て
国
際
興
業
バ
ス
志
村
営

業
所
に
寄
贈
し
た
の
が
は

じ
ま
り
で
、
今
年
で
11
回

目
と
な
る
。

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る

に
あ
た
り
、
同
委
員
会
は

地
元
の
板
橋
区
立
赤
塚
第

三
中
学
校
の
生
徒
に
原
画

の
制
作
を
依
頼
。
集
ま
っ

た
25
作
品
の
中
か
ら
、
同

校
２
年
生
の
萩
原
　
蕉
さ

ん
の
作
品
が
選
ば
れ
、
Ｂ

２
判
サ
イ
ズ
の
カ
ラ
ー
ポ

ス
タ
ー
１
０
０
枚
が
完
成
。

16
時
か
ら
下
赤
塚
地
域

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
贈

呈
式
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
の

原
画
を
描
い
た
萩
原
　
蕉

さ
ん
の
ほ
か
、
同
校
美
術

担
当
の
佐
藤
真
理
教
諭
、

エ
コ
ポ
リ
ス
板
橋
下
赤
塚

地
区
環
境
行
動
委
員
会
の

関
係
者
、
国
際
興
業
バ
ス

の
関
係
者
、
坂
本
健
区
長

を
は
じ
め
と
す
る
板
橋
区

職
員
の
あ
わ
せ
て
35
人
が

出
席
。
萩
原
さ
ん
が
、

「
小
さ
い
こ
ど
も
の
気
持

ち
に
な
っ
て
描
い
た
ポ
ス

タ
ー
」
を
国
際
興
業
㈱
高

島
俊
和
運
輸
事
業
部
担
当

部
長
に
手
渡
し
た
。

贈
呈
式
の
冒
頭
で
あ
い

さ
つ
し
た
坂
本
区
長
は

「
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
き
か

っ
け
に
、
是
非
、
み
な
さ

ん
や
仲
間
、
若
い
人
た
ち

が
環
境
に
つ
い
て
考
え
、

ま
す
ま
す
安
全
で
き
れ
い

な
ま
ち
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
、

地
域
と
事
業
者
が
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
の
さ
ら

な
る
発
展
に
期
待
を
寄
せ

て
い
た
。

贈
呈
式
終
了
後
、
国
際

興
業
㈱
運
輸
事
業
部
志
村

営
業
所
に
移
動
し
、
車
庫

内
に
待
機
中
の
バ
ス
に
萩

原
さ
ん
自
ら
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
。
関
係
者
ら
は
掲
示

さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
満
足

そ
う
に
見
上
げ
て
い
た
。

ポ
ス
タ
ー
は
、
営
業
時

間
終
了
後
の
時
間
な
ど
を

利
用
し
て
、
志
村
営
業
所

を
拠
点
に
し
て
区
内
を
走

る
75
台
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
「
り
ん
り
ん

Ｇ
Ｏ
」
（
１
台
）
の
す
べ

て
の
バ
ス
の
車
内
に
順
次

掲
示
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
約

１
年
間
、
車
内
か
ら
バ
ス

停
で
の
禁
煙
を
呼
び
か
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

赤塚第三中萩原　蕉さんの作品が選ばれた

板橋区（坂本　健
区長）と板橋区議会
（杉田ひろし議長）
は、平成28年2月7
日に行われた北朝鮮
（朝鮮民主主義人民
共和国）のミサイル
発射に抗議する声明
を同日、板橋区ホー
ムページに公開し
た。

板橋区では昭和
60年1月1日に、「板
橋区平和都市宣言」
を発し、世界の恒久
平和の実現を目指す
とともに、核兵器の
廃絶を全世界に訴え
ている。

板橋区立赤塚植物園（板橋区赤塚5-17-14）で、蝋梅（ろうばい）、福
寿草（フクジュソウ）など早春に咲く花が可憐な姿で訪れた人たちの目
を楽しませている。
植物園は、武蔵野の面影を色濃く残す赤塚の丘陵地を活用し、自然や

植物がより身近なものとして親しむことができるような施設として1981
（昭和56）年10月に開園。本園と万葉・薬用園からなり、本園は、狭いな
がらも樹木見本園として多くの樹種が植えられ、その下には野草も可憐
な花を咲かせる。また万葉・薬用園には、万葉集に詠まれた植物や薬用
植物が植えられている。
現在、開花しているのは、「蝋梅（ろうばい）／ロウバイ科。1月から2

月にかけて黄色い花を付ける落葉広葉低木。花の香りが強い。」や「福寿
草／キンポウゲ科。花期は初春であり、3-4cmの黄色い花を咲かせる。
当初は茎が伸びず花だけが目立つが、次第に茎や葉が伸び、いくつかの
花を咲かせる。」、「シナマンサク／マンサク科」などがある。
場所は東武東上線「下赤塚」駅下車徒歩16分、開園時間、1月から11

月は、午前9時から午後4時30分、12月は、午前9時から午後4時。休園日、
毎週月曜日、第1・3・5火曜日(月曜・火曜が祝日の場合は直後の平日)入
園は可能です。入園料、無料。

２月７日に北朝鮮による「人工衛星」と称する弾道ミサイルの発射が行われ
た。これに対し、
練馬区（前川燿男区長）は、10日、「北朝鮮による『人工衛星』と称するミ

サイル発射に関する抗議声明」を発表した。同時に、練馬区議会は、10日の第
一回定例会本会議において、「北朝鮮のミサイル発射に対して断固抗議する決
議」を行った。
抗議声明文では、わが国を含めた関係各国が、ミサイル発射の自制を求める

最大限の努力を行う中、ミサイル発射が強行された事実を指摘したうえで、今
回のミサイル発射は、わが国を含む地域および国際社会の平和と安全を損なう
行為であり、国際連合安全保障理事会決議に反するものであるとしている。
また、これらの行為は、国際社会の意思を無視する暴挙であり、わが国の安全
を脅かすものであるとして同国のミサイル発射に厳重に抗議し、今後、ミサイ
ル発射を行わないことを強く求めている。

練馬区・練馬区議会

北朝鮮の弾道ミサイル発射に抗議

板橋区・板橋区議会

北朝鮮のミサイル発射に抗議

○ ○

○○

早春の花が可憐に咲き見頃に
武蔵野の面影残る板橋区立赤塚植物園で

練馬区および練馬区議会が抗議声明



０
歳

１
丁
目
＝
１
２

９
（
男
68

女
61
）
２
丁

目
＝
３
９
６
（
男
２
１
５

女
１
８
１
）
３
丁
目
＝
７

５
４
（
男
３
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３

７
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）
５
丁
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０
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１
０
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丁

目
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（
男
34

女
25
）

７
丁
目
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（
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２
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（
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０
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歳

１
丁
目
＝
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（
男
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女
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）
２
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０
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９
３
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６
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５
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６
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歳
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目
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９
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０
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６
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３
４
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３
４
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目
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男
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０
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０
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歳

１
丁
目
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０
２
　
女
80
）

２
丁
目
＝
６
１
４
（
男
３

０
４
　
女
３
１
０
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０
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９
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０
７
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６
４
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７
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０
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６
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歳

１
丁
目
＝
３
４

６
（
男
１
７
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女
１
７

３
）
２
丁
目
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７
６
７

（
男
３
５
２
　
女
４
１
５
）

３
丁
目
＝
１
２
０
１
（
男

５
８
４
　
女
６
１
７
）
５

丁
目
＝
４
０
９
（
男
１
９

３
　
女
２
１
６
）
６
丁

目
＝
１
２
９
（
男
57

女

72
）
７
丁
目
＝
７
６
６

（
男
３
５
８
　
女
４
０
８
）

計
３
６
１
８
（
男
１
７
１

７
　
女
１
９
０
１
）

50
歳

１
丁
目
＝
２
８

２
（
男
１
２
１
　
女
１
６

１
）
２
丁
目
＝
７
７
１

（
男
３
１
２
　
女
４
５
９
）

３
丁
目
＝
１
３
８
８
（
男

６
２
４
　
女
７
６
４
）
５

丁
目
＝
３
７
８
（
男
１
５

７
　
女
２
２
１
）
６
丁

目
＝
１
４
５
（
男
55

女

90
）
７
丁
目
＝
９
１
１

（
男
４
０
４
　
女
５
０
７
）

計
３
８
７
５
（
男
１
６
７

３
　
女
２
２
０
２
）

60
歳

１
丁
目
＝
５
５

６
（
男
２
４
５
　
女
３
１

１
）
２
丁
目
＝
１
０
９
１

（
男
４
７
２
　
女
６
１
９
）

３
丁
目
＝
１
６
７
６
（
男

８
５
１
　
女
８
２
５
）
５

丁
目
＝
７
４
５
（
男
３
３

０
　
女
４
１
５
）
６
丁

目
＝
２
２
７
（
男
１
１
２

女
１
１
５
）
７
丁
目
＝
１

０
４
８
（
男
４
９
９
　
女

５
４
９
）
計
５
３
４
３

（
男
２
５
０
９
　
女
２
８
３

４
）70

歳

１
丁
目
＝
２
５

６
（
男
１
０
４
　
女
１
５

２
）
２
丁
目
＝
２
９
７

（
男
１
２
８
　
女
１
６
９
）

３
丁
目
＝
４
１
３
（
男
１

９
５
　
女
２
１
８
）
５
丁

目
＝
２
２
７
（
男
１
０
３

女
１
２
４
）
６
丁
目
＝
85

（
男
37

女
48
）
７
丁
目
＝

２
６
２
（
男
１
１
３
　
女

１
４
９
）
計
１
５
４
０

（
男
６
８
０
　
女
８
６
０
）

80
歳

１
丁
目
＝
２
１

４
（
男
78

女
１
３
６
）

２
丁
目
＝
３
０
５
（
男
１

０
５
　
女
２
０
０
）
３
丁

目
＝
４
９
０
（
男
１
８
５

女
３
０
５
）
５
丁
目
＝
２

２
０
（
男
77

女
１
４
３
）

６
丁
目
＝
76
（
男
31

女

45
）
７
丁
目
＝
２
６
６

（
男
１
０
３
　
女
１
６
３
）

計
１
５
７
１
（
男
５
７
９

女
９
９
２
）

90
歳
以
上

１
丁
目
＝

27
（
男
４
　
女
23
）
２
丁

目
＝
67
（
男
16

女
51
）

３
丁
目
＝
65
（
男
17

女

48
）
５
丁
目
＝
37
（
男
７

女
30
）
６
丁
目
＝
11

（
男
３

女
８
）
７
丁
目
＝

51
（
男
12

女
39
）
計
２

５
２
（
男
57

女
１
９
４
）

恒例のお餅つきが２月７日、田柄５丁目地
域商工会で開かれ、昨年から参加の峰崎部屋
の四賀峰・若肥前・満津田の３力士と顔見知
りとなった子どもたちがお相撲さんと仲良く
餅つきを楽しんだ。（場所は居酒屋とんぼ前）

１
面
か
ら
の
続
き

旭
町
１
丁
目
世
帯
数
１

８
６
７
（
26
増
）
人
口
４

２
６
１
（
37
増
）。
２
丁

目
２
５
４
５
（
５
増
）
人

口
４
４
２
９
（
５
増
）
。

３
丁
目
２
２
０
８
（
50
増
）

人
口
４
１
８
７
（
45
増
）。

土
支
田
１
丁
目
１
５
０

４
（
48
増
）
人
口
３
４
９

７
（
62
増
）。
２
丁
目
１

０
９
３
（
33
増
）
人
口
２

４
８
７
（
１
０
３
増
）
。

３
丁
目
１
６
７
１
（
34
増
）

人
口
３
９
５
９
（
36
増
）。

４
丁
目
１
４
０
２
（
７
増
）

人
口
３
３
３
０
（
４
減
）。

谷
原
１
丁
目
８
９
５

（
46
増
）
人
口
１
９
４
０

（
62
増
）。
２
丁
目
７
８
４

（
20
増
）
人
口
１
７
２
０

（
５
減
）。
３
丁
目
８
０
３

（
７
減
）
人
口
２
０
１
３

（
19
減
）。
４
丁
目
７
０
６

（
35
増
）
人
口
１
８
６
６

（
79
増
）。
５
丁
目
１
１
９

６
（
１
増
）
人
口
２
７
５

９
（
６
増
）
。
６
丁
目
９

６
２
（
32
増
）
２
２
７
１

（
94
減
）

5月29日に石神井公園等で開催する第29回
照姫まつりの主役3役が決定。
先月末、練馬区役所で照姫まつりの主役3役

を決めるオーディションが行われ、照姫は、
区内在住の中学三年生、平田こころさんが、
16名の候補者の中からスピーチや演技などの
審査を経て選ばれた。豊島泰径役には、黒田
哲也さん、奥方役は、大森貴恵さんが選ばれた。

光
が
丘
の
人
口
の
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で

は
２
９
１
８
（
前
年
比
２
１
４
増
）
人
で
注

目
さ
れ
る
。
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
は
２
４
２

５
（
同
２
１
８
減
）
と
な
っ
て
い
る
。
90
歳

以
上
の
方
は
５
２
５
人
で
２
９
４
増
加
。

男
性
最
多
は
65
歳
３
１
０
名

女
性
は
66
歳
３
４
５
名

練
馬
区
は
、
28
年
５
月

に
バ
ラ
の
香
り
を
テ
ー
マ

と
し
た
四
季
の
香
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
（
光
が
丘
５
ー

２
）
を
開
園
す
る
。
同
ガ

ー
デ
ン
は
環
境
省
主
催
の

「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く

り
」
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
に

お
い
・
か
お
り
環
境
協
会

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

ガ
ー
デ
ン
は
香
り
ご
と

に
バ
ラ
を
植
栽
し
、
フ
ル

ー
テ
ィ
ー
な
香
り
、
ス
パ

イ
シ
ー
な
香
り
な
ど
６
種

類
の
香
り
と
、
既
存
の
バ

ラ
園
と
合
わ
せ
て
約
２
２

０
品
種
の
鮮
や
か
な
バ
ラ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
オ
ー
プ
ン
後
は
、
バ

ラ
の
香
り
を
楽
し
む
ガ
ー

デ
ン
ツ
ア
ー
や
香
水
づ
く

り
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
バ
ラ
の
香
り
の
魅
力

を
伝
え
て
い
く
。

四
季
の
香
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
５
月
開
園

年
代
別
の
男
女
別
人
口



パ
ソ
コ
ン
を
有
効
に
使

い
た
い
と
思
っ
て
も
初
心

者
に
は
な
か
な
か
難
し

い
。
初
め
て
自
転
車
に
乗

る
時
は
最
初
の
少
し
の
支

え
で
直
ぐ
乗
れ
る
よ
う
に

な
る
。
そ
ん
な
最
初
の
サ

ポ
ー
ト
を
、
初
心
者
向
け

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接

続
の
設
定
や
各
種
メ
ー
ル

の
仕
組
み
の
説
明
な
ど
、

電
話
だ
け
で
は
分
か
り
づ

ら
い
事
を
自
宅
に
出
張
し

指
導
し
て
く
れ
る
。

生
徒
に
は
90
歳
で
、
パ

ソ
コ
ン
で
メ
ー
ル
を
し
、

年
賀
状
を
作
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
旅
行
の
予
約

を
し
て
い
る
人
も
。
機
種

選
定
の
相
談
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
の
相
談
ま
で

パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
事
な

ら
何
で
も
た
よ
れ
る
。

料
、
英
会
話
が
楽
し
く
な

る
イ
ー
オ
ン
グ
ッ
ズ
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

勉
強
は
大
人
に
な
っ
て

挑
戦
し
た
く
な
る
こ
と
も

あ
る
。
数
学
は
、
ク
イ
ズ

方
式
で
脳
を
活
性
化
さ
せ

る
の
で
物
忘
れ
を
遠
ざ
け

る
。
英
語
は
、
基
礎
の
基

礎
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
、
必

ず
会
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

自
宅
ま
で
出
張
し
て
く

れ
る
の
で
楽
。
１
グ
ル
ー

プ
１
時
間
３
０
０
０
円
、

但
し
、
６
人
ま
で
。
７
人

以
上
の
場
合
は
１
人
１
時

間
５
０
０
円
追
加
で
。

無
料
体
験
も
あ
る
。

元
ラ
ジ
ッ
ク
学
習
ス
ク

ー
ル
の
講
師
。

田
柄
で
そ
ろ
ば
ん
を
指

導
し
て
30
年
以
上
の
実
績

を
誇
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利

用
し
て
、
珠
算
・
暗
算
の

基
本
指
導
を
し
た
り
、

『
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
』『
イ

メ
ー
ジ
暗
算
』
『
か
け
算

九
九
』
な
ど
、
小
さ
な
子

ど
も
で
も
無
理
な
く
楽
し

く
練
習
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
。

【
特
徴
】

①
基
本
・
初
級
の
段
階

で
は
、
個
人
指
導
で
子
ど

も
の
能
力
に
応
じ
た
指
導

を
心
が
け
て
い
る
。

②
授
業
開
始
時
間
・
終

了
時
間
は
、
厳
守
し
て
い

て
、
お
迎
え
の
待
ち
時
間

が
な
い
。

③
一
年
以
上
習
っ
た
子

ど
も
に
は
、
算
数
嫌
い
・

算
数
が
苦
手
と
言
う
人

は
、
ほ
ぼ
１
０

０
％
い
な
く
な

る
。
む
し
ろ
、
得

意
と
す
る
子
ど
も

が
多
く
な
る
。

④
３
級
以
上
の

検
定
試
験
で
は
、

東
京
商
工
会
議
所

主
催
の
試
験
を
受

験
し
て
い
る
の

で
、
資
格
取
得
に

も
役
立
つ
。

３
月
31
日
ま
で
は
、
年

長
・
年
中
さ
ん
を
対
象
と

し
た
冬
期
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
中
。

毎
月
20
日
頃
か
ら
月
末

ま
で
は
、
無
料
体
験
学
習

を
行
っ
て
い
る
。

 

◇
イ
ー
オ
ン
キ
ッ
ズ
だ

か
ら
で
き
る
本
物
の
英
語

教
育
が
あ
る
。
歌
や
絵
本

で
楽
し
む
英
会
話
、
英
検
、

英
語
資
格
取
得
各
ク
ラ
ス

定
員
制
。
春
の
無
料
体
験

レ
ッ
ス
ン
受
付
中
。
対
象

は
、
１
歳
か
ら
中
学
三
年

生
ま
で
。
ス
タ
ー
ト
は
４

月
１
日
。
２
月
末
日
ま
で

の
申
込
で
入
学
金
が
免
除

さ
れ
る
。

◇
春
か
ら
始
め
る
英
会

話
の
新
コ
ー
ス
は
、
目
的

別
、
レ
ベ
ル
別
な
ど
が
あ

る
。
ま
ず
は
、
個
別
コ
ー

ス
説
明
会
、
無
料
体
験
レ

ッ
ス
ン
を
、
今
月
末
ま
で

に
入
会
す
る
と
３
万
２
４

０
０
円
の
入
会
金
が
無

◆
ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ

ム
対
象
は
、
４
〜
６
歳
、

一
・
二
年
生
、
三
〜
六
年

生
、
運
動
能
力
を
引
き
出

す
ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン

で
▽
逆
上
が
り
の
コ
ツ
▽

キ
ッ
ズ
ア
ス
リ
ー
ト
・
ス

ポ
ー
ツ
で
活
躍
す
る
子
ど

も
を
育
て
る
▽
ボ
ー
ル
投

げ
の
コ
ツ
▽
跳
ぶ
・
走
る

の
コ
ツ
を
取
得
す
る
。

◆
ス
イ
ミ
ン
グ

対
象
は
、
幼
児
か
ら
中

学
生
ま
で
。
幼
児
は
水
な

れ
か
ら
浮
き
身
・
背
泳
ぎ

を
。
小
・
中
学
生
は
水
な

れ
か
ら
ク
ロ
ー
ル
・
背
泳

ぎ
・
平
泳
ぎ
・
バ
タ

フ
ラ
イ
・
４
種
矯
正

を
行
う
。

◆
テ
ニ
ス

５
・
６
歳
児
、
初

め
て
①
ボ
ー
ル
慣
れ

②
グ
ラ
ン
ド
ス
ト
ロ

ー
ク
③
ラ
リ
ー
練
習
。

小
学
一
年
生
か
ら
三

年
生
は
①
②
③
と
サ

ー
ブ
、
ゲ
ー
ム
練
習

を
行
う
。
小
学
四
年

生
か
ら
六
年
生
は
基

本
か
ら
応
用
を
、
グ
ラ
ン

ド
ス
ト
ロ
ー
ク
、
サ
ー
ブ
、

ボ
レ
ー
、
ゲ
ー
ム
を
行
う
。

全
ス
ク
ー
ル
新
一
年
生

は
小
学
生
ク
ラ
ス
に
て
受

講
。

む
ず
か
し
そ
う
だ
か
ら

手
を
出
さ
な
か
っ
た
習
い

事
。
思
い
き
っ
て
始
め
て

み
た
ら
、
楽
し
く
っ
て
夢

中
に
な
っ
て
い
た
。
と
い

う
話
が
聞
か
れ
る
―
―

他
人
事
で
は
な
く
、
自
身

の
事
と
と
ら
え
挑
戦
し
た

い
、
生
き
甲
斐
を
見
つ
け

て
み
た
い
―
―

今
ま
で
出
来
な

か
っ
た
事
が
、
難

な
く
出
来
る
よ
う

に
な
る
喜
び
。
人

生
の
伴
侶
で
あ
る

趣
味
を
持
つ
チ
ャ

ン
ス
。

一
度
き
り
の
人

の
世
に
笑
顔
を
添

え
た
い
―
―



３
歳
よ
り
ク
ラ
シ
ッ
ク

バ
レ
エ
の
レ
ッ
ス
ン
に
よ

り
、
美
し
い
心
と
健
康
な

身
体
が
つ
く
ら
れ
る
と
共

に
、
忍
耐
力
と
集
中
力
が

養
わ
れ
る
。

３
年
以
上
修
行
す
る
と

公
益
社
団
法
人
日
本
バ
レ

エ
協
会
よ
り
修
業
認
定
証

が
授
与
さ
れ
る
。

レ
ッ
ス
ン
は
週
２
回
が

基
本
。
ク
ラ
ス
は
年
齢
、

個
人
の
技
術
と
と
も
に
上

級
ク
ラ
ス
に
進
め
る
。
幼

児
科
３
歳
か
ら
６
歳
、
初

等
科
Ａ
・
Ｂ
小
学
一
年
か

ら
四
年
、
初
等
科
Ｃ
五
・

六
年
生
、
本
科
Ａ
中
高
校

生
か
ら
大
人
一
般
、
本
科

Ｂ
一
般
・
大
人
上
級
者
。

見
学
・
体
験
レ
ッ
ス
ン

随
時
受
付
中
。

初
心
者
か
ら
師
範
取
得

ま
で
責
任
を
も
っ
て
個
人

指
導
を
す
る
。
漢
字
・
か

な
は
古
典
・
古
筆
が
主

に
、
希
望
者
に
は
実
用
書

道
（
宛
名
書
き
、
祝
儀
袋

表
書
き
な
ど
）
も
教
え
て

も
ら
え
る
。

指
導
講
師
は
、
全
日
本

書
芸
文
化
院
常
任

理
事
　
吉
川
伯

雲
。小

・
中
学
生
の

部
か
ら
高
校
・
一

般
の
部
が
あ
り
、

月
・
木
曜
日
の
10

時
か
ら
20
時
、

月
３
回
。

落
ち
つ
い
た
日

本
家
屋
で
正
座
し

て
お
稽
古
。

無
料
体
験
、
入

門
随
時
実
施
中
。

小
曲
か
ら
古
典
ま
で
懇

切
丁
寧
に
日
本
の
伝
統
文

化
の
日
本
舞
踊
が
初
歩
か

ら
学
べ
る
。

初
心
者
に
は
、
立
ち
姿
、

姿
勢
、
歩
き
方
、
扇
子
の

持
ち
方
、
着
物
の
着
付
け

方
を
、
子
ど
も
に
は
行
儀
、

挨
拶
の
仕
方
、
躾
も
教
え

る
。稽

古
日
は
水
・
土
曜
日

13
時
か
ら
20
時
。

指
導
は
、
藤
間
流
、
勘

右
衛
門
派
　
藤
間
菊
哉
、

藤
間
菊
李
。

無
料
体
験
、
入
門
随
時

実
施
中
。

【
特
色
】

①
講
師
は
英
米
人
女
性

専
任
講
師
の
み
。

②
豊
富
な
レ
ベ
ル
別
ク

ラ
ス
で
対
応
。

③
年
間
レ
ッ
ス
ン
数
48

回
。
祝
日
や
病
欠
の
無
料

振
替
を
し
て
い
る
。

④
イ
ベ
ン
ト
に
無
料
で

参
加
で
き
る
。

【
指
導
方
針
】

①
英
語
を
話
す
た
め
に

は
、「
英
語
の
聴
け
る
耳
」

が
絶
対
に
必
要
。
「
そ
の

耳
を
創
れ
る
の
は
」
英
米

人
の
先
生
だ
け
。
ベ
ル
グ

レ
イ
ヴ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
・
ス
ク
ー
ル
は
優
し
く

知
性
あ
ふ
れ
る
英
米
人
女

性
の
先
生
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
Ａ

か
ら
始
め
る
。

②
英
米
人
先
生
が
、

「
耳
で
聴
い
た
こ
と
ば
は

正
確
に
綴
れ
、
目
で
見
た

こ
と
ば
は
、
英
米
人
と
同

じ
発
音
で
読
め
る
よ
う

に
」
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
の
指

導
も
し
て
い
る
。

【
ベ
ル
グ
レ
イ
ヴ
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ

レ
ス
ク
ー
ル
併
設
】

①
ア
メ
リ
カ
の
プ
レ
ス

ク
ー
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
指
導
。

②
月
〜
金
、
週
１
〜
週

５
ま
で
選
択
可
能
。
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
ま
で
。

【
特
色
】

◎
生
徒
た
ち
が
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中

で
、
楽
し
く
英
語
を
学
べ

る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

◎
幼
児
、
小
学
生
は
テ

キ
ス
ト
以
外
に
Ｂ
Ｂ
カ
ー

ド
を
ク
ラ
ス
で
使
用
。
ゲ

ー
ム
の
形
式
で
、
楽
し
み

な
が
ら
64
枚
の
カ
ー
ド
の

英
語
が
自
然
に
身
に
付
く

よ
う
に
指
導
を
す
る
。

◎
Ｂ
Ｂ
カ
ー
ド
は
、
中

学
生
で
学
習
す
る
文
例
が

す
べ
て
組
み
込
ま
れ
64
枚

の
カ
ー
ド
で
、
中
学
の
学

校
英
語
に
匹
敵
す
る
英
語

力
、
会
話
力
が
身
に
付
く
。

【
指
導
方
針
】

◎
「
子
ど
も
達
に
一
言

で
も
多
く
の
英
語
を
話
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

気
持
で
、
レ
ッ
ス
ン
に

色
々
と
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
る
。

◎
日
本
人
に
は
苦
手
な

発
音
も
丁
寧
に
指
導
す

る
。◎

中
学
生
、
高
校
生
は

完
全
個
人
レ
ッ
ス
ン
。
生

徒
の
通
学
し
て
い
る
学
校

の
教
科
書
を
使
用
し
、
生

徒
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
教

え
る
。

◎
英
語
が
苦
手
な
生
徒

に
も
、
教
師
歴
25
年
の
経

験
を
活
か
し
、
わ
か
り
や

す
く
丁
寧
に
指
導
す
る
。

◎
「
学
校
の
英
語
の
成

績
が
上
が
っ
た
」、「
英
語

が
好
き
に
な
っ
た
」
な
ど
、

当
教
室
に
通
っ
た
生
徒
に

喜
ば
れ
て
い
る
。

１
９
７
４
（
昭
和
49
）

年
に
創
立
し
た
田
柄
５
丁

目
の
南
部
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

は
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）

年
６
月
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

を
新
築
し
、
翌
８
月
に
は

ス
ク
ー
ル
コ
ー
ト
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
。

【
指
導
方
法
】

一
人
一
人
に
き
め
細
か

く
、
楽
し
く
体
を
動
か
し

て
、
い
つ
の
間
に
か
上
達

で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
て
い
る
。

５
歳
か
ら
80
歳
代
の
方

ま
で
が
元
気
に
通
っ
て
い

る
。【

特
典
】

２
月
29
日
よ
り
３
月
27

日
ま
で
に
入
会
す
る
と
①

入
会
金
３
２
４
０
円
が
無

料
②
５
歳
か
ら
新
小
六

（
Ｓ
ｔ
・
Ｊ
ｒ
）
ク
ラ
ス

入
会
者
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ケ

ッ
ト
バ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
途
中
入
会
も
Ｏ
Ｋ
。

春
休
み
５
日
間
体
感
コ

ー
ス
は
、
３
月
24
日
よ
り

４
月
６
日
の
う
ち
通
常
ク

ラ
ス
を
５
日
間
受
講
で
き

る
。
対
象
は
、
５
歳
か
ら

新
高
三
の
初
心
者
か
ら
経

験
者
ま
で
。
定
員
15
名
。



【
光
が
丘
四
季
の
香
小
】

◇
二
十
五
日
（
木
）
六

年
生
を
送
る
会
。
お
別
れ

給
食
会
・
遊
び
◇
二
十
六

日
（
金
）
ク
ラ
ブ
活
動
◇

二
十
九
日
（
月
）
五
・
六

年
保
護
者
会
◇
三
月
一
日

（
火
）
六
年
感
謝
の
会
◇

三
日
（
木
）
避
難
訓
練
◇

四
日
（
金
）
委
員
会
活
動
。

安
全
指
導

【
光
が
丘
春
の
風
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
四

組
保
護
者
会
◇
二
十
三

（
火
）
一
年
昔
遊
び
交
流

会
◇
二
十
四
日
（
水
）
誕

生
日
給
食
。
ク
ラ
ブ
発
表

集
会
◇
二
十
五
日
（
木
）

ク
ラ
ブ
活
動
。
三
年
ク
ラ

ブ
見
学
◇
二
十
六
日
（
金
）

五
・
六
年
保
護
者
会
◇
二

十
九
日
（
月
）
一
・
二
年

保
護
者
会
◇
三
月
一
日

（
火
）
四
組
消
費
学
習
。

三
・
四
年
保
護
者
会
◇
二

日
（
水
）
六
年
生
を
送
る

会
。
お
別
れ
給
食
会
◇
四

日
（
木
）
委
員
会
活
動

【
光
が
丘
夏
の
雲
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
◇
二
十
四

日
（
水
）
卒
業
を
祝
う
会

◇
二
十
六
日
（
金
）
ク
ラ

ブ
活
動
◇
三
月
一
日
（
火
）

安
全
指
導
。
一
・
三
・
五

年
保
護
者
会
◇
三
日
（
木
）

二
・
四
・
六
年
保
護
者
会

◇
四
日
（
金
）
六
年
生
を

送
る
会
・
ス
マ
イ
ル
お
別

れ
会
。
委
員
会
活
動

【
光
が
丘
秋
の
陽
小
】

◇
二
十
五
日
（
木
）

四
・
五
・
六
年
授
業
公

開
・
保
護
者
会
◇
二
十
六

日
（
金
）
一
・
二
・
三
年

授
業
公
開
・
保
護
者
会
◇

三
月
一
日
（
火
）
六
年
生

を
送
る
会
◇
二
日
（
水
）

安
全
指
導

【
光
が
丘
第
八
小
】

◇
二
十
三
日
（
火
）
六

年
ス
ケ
ー
ト
教
室
◇
二
十

五
日
（
木
）
委
員
会
活
動

◇
二
十
六
日
（
金
）
六
年

生
を
送
る
会
。
二
・
四
・

六
年
保
護
者
会
◇
三
月
一

日
（
火
）
一
・
三
・
五
年

保
護
者
会
◇
二
日
（
水
）

安
全
指
導

【
赤
塚
新
町
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
ク

ラ
ブ
活
動
◇
二
十
四
日

（
水
）
保
護
者
会
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
◇
二
十
七
日
（
土
）

六
年
生
を
送
る
会
◇
二
十

九
日
（
月
）
委
員
会
活
動

◇
三
月
二
日
（
水
）
安
全

指
導
。
巣
立
ち
の
会

【
田
柄
小
】

◇
二
十
三
日
（
火
）
学

校
説
明
会
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

◇
二
十
六
日
（
金
）
六
年

生
を
送
る
会
。
委
員
会
活

動
◇
二
十
九
日
（
月
）

四
・
五
・
六
年
保
護
者
会

◇
三
月
一
日
（
火
）
一
・

二
・
三
年
保
護
者
会
◇
二

日
（
水
）
六
年
卒
業
を
祝

う
会
◇
三
日
（
木
）
避
難

訓
練
◇
四
日
（
金
）
ク
ラ

ブ
活
動

【
田
柄
第
二
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
ク

ラ
ブ
活
動
◇
二
十
四
日

（
水
）
避
難
訓
練
◇
二
十

五
日
（
木
）
五
・
六
年
保

護
者
会
◇
二
十
六
日
（
金
）

三
・
四
年
保
護
者
会
◇
二

十
九
日
（
月
）
委
員
会
活

動
◇
三
月
一
日
（
火
）

一
・
二
年
保
護
者
会
◇
二

日
（
水
）
六
年
生
を
送
る

会
◇
三
日
（
木
）
六
年
感

謝
の
会

【
練
馬
小
】

◇
二
十
三
日
（
火
）
六

年
生
を
送
る
会
。
五
・
六

年
保
護
者
会
◇
二
十
五
日

（
木
）
一
・
二
年
保
護
者

会
◇
二
十
六
日
（
金
）

三
・
四
年
保
護
者
会
◇
三

月
一
日
（
水
）
安
全
指
導
。

感
謝
の
会

【
高
松
小
】

◇
二
十
三
日
（
火
）
Ｐ

Ｔ
Ａ
総
会
◇
二
十
四
日

（
水
）
ク
ラ
ブ
活
動
◇
二

十
五
日
（
木
）
六
年
生
を

送
る
会
◇
三
月
一
日
（
火
）

五
・
六
年
保
護
者
会
◇
二

日
（
水
）
委
員
会
活
動
◇

三
日
（
木
）
卒
業
を
祝
う

会
◇
四
日
（
金
）
三
・
四

年
保
護
者
会

【
北
原
小
】

◇
三
月
一
日
（
火
）
五

年
保
護
者
会
◇
二
日
（
水
）

巣
立
ち
の
会
。
六
年
保
護

者
会
◇
三
日
（
土
）
避
難

訓
練
。
三
・
四
年
保
護
者

会
◇
四
日
（
金
）
一
・
二

年
保
護
者
会

【
豊
溪
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
ク

ラ
ブ
活
動
◇
二
十
三
日

（
火
）
一
・
二
年
保
護
者

会
◇
二
十
四
日
（
水
）
た

て
わ
り
班
給
食
◇
二
十
五

日
（
木
）
五
・
六
年
保
護

者
会
◇
二
十
六
日
（
金
）

三
・
四
年
保
護
者
会
◇
二

十
九
日
（
月
）
委
員
会
活

動
◇
三
月
一
日
（
火
）
安

全
指
導
◇
二
日
（
水
）
六

年
卒
業
の
会
◇
四
日
（
金
）

六
年
生
を
送
る
会

【
旭
町
小
】

◇
二
十
二
日
（
月
）
ク

ラ
ブ
活
動
・
四
・
五
年
ク

ラ
ブ
見
学
◇
二
十
三
日

（
火
）
六
年
生
を
送
る
会
。

お
別
れ
給
食
◇
二
十
五
日

（
木
）
一
・
二
・
三
年
保

護
者
会
◇
二
十
六
日
（
金
）

四
・
五
・
六
年
保
護
者
会

◇
二
十
九
日
（
月
）
委
員

会
活
動
◇
三
月
三
日
（
木
）

六
年
卒
業
感
謝
の
会
◇
四

日
（
金
）
六
年
中
学
授
業

見
学【

成
増
小
】

◇
二
十
日
（
土
）
学
校

公
開
。
六
年
セ
イ
フ
テ
ィ

教
室
◇
二
十
二
日
（
月
）

ク
ラ
ブ
活
動
。
三
年
ク
ラ

ブ
見
学
◇
二
十
三
日
（
火
）

六
年
校
外
学
習
◇
二
十
五

日
（
月
）
四
年
歯
と
口
の

健
康
教
室
◇
二
十
六
日

（
金
）
一
・
二
・
六
年
保

護
者
会
◇
二
十
九
日
（
月
）

六
年
生
を
送
る
会
。
虹
色

班
会
食
・
遊
び
。
委
員
会

活
動
◇
三
月
二
日
（
水
）

三
・
四
・
五
年
保
護
者
会

◇
三
日
（
木
）
感
謝
の
集

い

 

【
光
が
丘
第
一
中
】

◇
二
十
三
日
（
火
）
〜

二
十
五
日
（
木
）
二
年
期

末
考
査
◇
二
十
五
日
（
木
）

〜
二
十
九
日
（
月
）
一
年

期
末
考
査
◇
二
十
六
日

（
金
）
〜
二
十
九
日
（
月
）

三
年
期
末
考
査
。
二
年
ス

キ
ー
移
動
教
室
◇
三
月
一

日
（
火
）
〜
二
日
（
水
）

二
年
振
替
休
日
◇
四
日

（
金
）
避
難
訓
練

【
光
が
丘
第
二
中
】

◇
二
十
五
日
（
木
）
〜

二
十
六
日
（
金
）
期
末
考

査
【
光
が
丘
第
三
中
】

◇
二
十
五
日
（
木
）
〜

二
十
六
日
（
金
）
学
年
末

考
査
◇
三
月
二
日
（
水
）

〜
四
日
（
金
）
展
示
発
表

会
【
光
が
丘
第
四
中
】

◇
二
十
五
日
（
木
）

一
・
二
年
実
技
学
年
末
考

査
◇
二
十
六
日
（
金
）
〜

二
十
九
日
（
月
）
学
年
末

考
査【

田
柄
中
】

◇
二
十
六
日
（
金
）
〜

三
月
一
日
（
火
）
学
年
末

考
査【

練
馬
中
】

◇
二
十
四
日
（
水
）
〜

二
十
六
日
（
金
）
一
・
二

年
学
年
末
考
査
◇
二
十
五

日
（
木
）
〜
二
十
六
日

（
金
）
三
年
学
年
末
考
査

◇
二
十
六
日
（
金
）
小
学

性
体
験
授
業
・
部
活
◇
三

月
一
日
（
火
）
安
全
指
導

◇
三
日
（
木
）
避
難
訓
練

【
練
馬
東
中
】

◇
二
十
四
日
（
水
）
〜

二
十
六
日
（
金
）
一
・
二

年
定
期
考
査
◇
二
十
五
日

（
金
）
〜
二
十
六
日
（
木
）

三
年
定
期
考
査
◇
三
月
一

日
（
火
）
三
年
遠
足

【
谷
原
中
】

◇
二
十
日
（
土
）
〜
二

十
三
日
（
火
）
二
年
ス
キ

ー
移
動
教
室
◇
二
十
四
日

（
水
）
〜
二
十
五
日
（
木
）

二
年
振
替
休
日
◇
二
十
五

日
（
木
）
〜
二
十
六
日

（
金
）
三
年
学
年
末
考
査

◇
三
月
二
日
（
水
）
〜
四

日
（
金
）
一
・
二
年
学
年

末
考
査
◇
三
日
（
木
）
三

年
校
外
学
習

【
豊
渓
中
】

◇
二
十
四
日
（
水
）
避

難
訓
練
◇
二
十
五
日
（
木
）

〜
二
十
九
日
（
月
）
定
期

考
査
◇
三
月
四
日
（
金
）

小
学
生
校
内
見
学
。
避
難

訓
練【

八
坂
中
】

◇
二
十
四
日
（
水
）
〜

二
十
六
日
（
金
）
一
・
二

年
期
末
考
査
◇
二
十
五
日

（
木
）
〜
二
十
六
日
（
金
）

三
年
期
末
考
査
◇
三
月
三

日
（
木
）
二
年
校
外
学
習

【
光
丘
高
】

◇
三
月
三
日
（
木
）
〜

八
日
（
火
）
一
・
二
年
学

年
末
考
査

【
田
柄
高
】

◇
三
月
一
日
（
火
）
〜

四
日
（
金
）
学
年
末
考
査

【
練
馬
高
】

◇
三
月
四
日
（
金
）
三

年
遠
足
◇
四
日
（
金
）
〜

九
日
（
水
）
一
・
二
年
学

年
末
考
査

�����
�����
�����
�����

�����
�����
�����
�����
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�����
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�����
�����
�����
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�����
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�����
�����
�����

�����
�����
�����
�����

�����
�����
�����
�����

○

○

や

つ

で

お
お
よ
そ
　
や
っ
つ
の
葉

白
い
花
は
　
家
族

ま
る
く
な
っ
て
笑
っ
て
る

宇
宙
に
続
く
丸

ど
の
星
も
　
そ
こ
に
い
て

輝
い
て
い
る

花
の
命
が
お
わ
れ
ば

次
の
花
を
咲
か
す
た
め

葉
も
ひ
た
す
ら
が
ん
ば
る

白
い
花
を
両
手
で
か
こ
み

い
つ
く
し
む

あ
り
が
と
う



 

 

▽
ホ
テ
ル
　
カ
デ
ン
ツ

ァ
光
が
丘
（
５
丁
目
）
＝

ル
ミ
エ
ー
ル
よ
り
来
月
末

日
ま
で
１
年
間
の
感
謝
を

こ
め
て
謝
恩
バ
イ
キ
ン
グ

を
実
施
中
。
ラ
ン
チ
限
定

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
パ
ス
タ
の
グ

ラ
チ
ネ
・
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
実
演
。
デ
ィ
ナ
ー
限
定

ズ
ワ
イ
蟹
　
ボ
イ
ル
ボ
ー

ク
と
ポ
テ
ト
の
ア
イ
ス
パ

イ
ン
風
　
ワ
カ
サ
ギ
の
マ

リ
ネ
エ
ス
カ
ペ
ッ
シ
ュ

冷
た
い
オ
ー
ド
ブ
ル
、
実

演
コ
ー
ナ
ー
に
ロ
ー
ス
ト

ビ
ー
フ
と
イ
タ
リ
ア
ン
サ

ン
ド
パ
ニ
ー
ノ
そ
の
他
ラ

ン
チ
・
デ
ィ
ナ
ー
共
通
の

チ
キ
ン
の
ロ
ー
ス
ト
ハ
ニ

ー
マ
ス
タ
ー
ド
ソ
ー
ス

豚
バ
ラ
肉
と
菜
の
花
・
白

菜
の
胡
麻
和
え
グ
ラ
チ
ネ
　

一
口
イ
タ
リ
ア
ン
ハ
ン

バ
ー
ク
　
ベ
ー
コ
ン
と
茸

の
リ
ゾ
ッ
ト
　
ク
ロ
ケ
ッ

ト
の
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
チ
ー

ズ
焼
き
　
蛤
と
白
身
魚
の

プ
レ
ゼ
の
ス
ー
プ
仕
立
て
　

春
キ
ャ
ベ
ツ
の
ロ
ー
ス

ト
ア
ン
チ
ョ
ビ
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
　
本
日
の
パ
ス
タ
　
ス

ー
プ
　
ル
ミ
エ
ー
ル
カ
レ

ー
　
ラ
ー
メ
ン
　
ク
ラ
ン

チ
ポ
テ
ト
　
サ
ラ
ダ
バ
ー

デ
ザ
ー
ト
　
フ
ル
ー
ツ

バ
ー
　
チ
ョ
ッ
コ
レ
ー
ト

フ
ェ
ア
ワ
ン
テ
ン
　
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
他
が
食
べ
放

題
。
料
金
は
ラ
ン
チ
大
人

１
９
１
０
円
　
65
歳
以
上

１
７
０
０
円
　
小
学
生
１

０
３
０
円
　
３
歳
か
ら
６

歳
６
２
０
円
。
デ
ィ
ナ
ー

大
人
３
０
９
０
円
　
65
歳

以
上
２
５
８
０
円
　
小
学

生
１
８
６
０
円
　
３
歳
か

ら
６
歳
８
３
０
円
。

Tel
（
５
３
７
２
）
４
４
９
９

見
逃
せ
な
い
謝
恩
バ
イ
キ
ン
グ

▽
畳
・
内
装
工
事
一
式

齋
藤
畳
店
（
１
丁
目
）
＝

「
良
い
品
を
安
く
、
丁
寧

に
仕
上
げ
ま
す
」
が
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。
畳
取
替
、

表
替
え
、
裏
替
え
な
ど
一

日
で
仕
上
が
る
。
朝
引
き

上
げ
て
夕
方
納
品
。
重
た

い
家
具
な
ど
が
多
く
て
も

移
動
は
無
料
。
内
装
工
事

は
、
障
子
・
襖
の
張
り
替

え
、
小
さ
な
修
理
か
ら
本

格
的
リ
フ
ォ
ー
ム
ま
で
見

積
り
無
料
で
対
応
し
て
く

れ
る
。
直
接
施
行
な
の
で

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
安

心
し
て
た
の
め
る
。

創
業
54
年
の
実
績
、
親

子
二
代
の
お
得
意
さ
ん
も

い
る
。

Tel
（
３
９
３
９
）
０
２
２
２

２
月
手
続
き
は
入
会
金
が
免
除
に

創
業
54
年
の
安
心
施
行

 

▽
ス
テ
ツ
プ
ワ
ー
ル
ド

英
語
ス
ク
ー
ル
光
が
丘
教

室
（
５
丁
目
）
＝
無
料
体

験
レ
ッ
ス
ン
を
２
月
21

日
、
３
月
６
・
13
日
の
日

曜
日
に
行
う
。
時
間
は
各

日
１
回
目
13
時
よ
り
、
２

回
目
14
時
よ
り
各
約
40
分

間
、
要
予
約
。
プ
レ
ゼ
ン

ト
つ
き
。
新
中
一
年
生
の

た
め
の
中
学
準
備
講
座

は
、
木
曜
日
18
時
よ
り
全

３
回
行
う
。
初
回
は
３
月

３
日
。
各
回
50
分
で
受
講

料
は
無
料
。

同
塾
は
、
小
・
中
学

生
・
高
校
生
向
け
コ
ー
ス

の
他
、
個
別
指
導
も
行
っ

て
い
る
。
受
付
時
間
は
月

曜
日
よ
り
土
曜
日
の
14
時

か
ら
。
２
月
中
に
手
続
き

す
る
と
入
会
金
１
万
円
が

免
除
さ
れ
る
。

Tel
（
５
２
４
１
）
５
８
０
８

▽
寿
司
・
割
烹
・
磯
料

理
　
す
し
征
（
３
丁
目
）

＝
11
時
30
分
よ
り
14
時

30
分
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
の

海
鮮
丼
、
海
鮮
太
巻
き
９

０
０
円
は
、
お
新
香
・
み

そ
汁
・
箸
休
め
が
付
い
て

く
る
。
月
曜
日
定
休
。

Tel
（
３
９
７
０
）
２
０
３
０

◆
ピ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
ラ
ブ
＝
親
子
で
参
加
で

き
る
他
言
語
ワ
ー
ッ
ク
シ

ョ
ッ
プ
＆
講
座
　
３
月
１

日
10
時
か
ら
11
時
30
分

会
場
　
光
が
丘
ダ
ン
ス
ア

カ
デ
ミ
ー
　
参
加
無
料

10
組
限
定
。

Tel
０
１
２
０
（
５
５
７
）
７

６
１

他
言
語
の
歌
や
こ
と
ば

連
日
、
ラ
ン
チ
９

０
０
円
が
大
人
気



光
が
丘
パ
ー
ク
タ
ウ
ン

計
画
者
グ
ル
ー
プ
の
一
人

井
上
十
三
男
が
昨
年
喜
寿

ま
で
の
海
外
旅
行
記
を
ま

と
め
た
。
本
紙
は
今
号
よ

り
８
回
連
続
「
私
の
海
外

旅
行
と
光
が
丘
」
と
し
て

掲
載
す
る
。

第
１
回
、
２
月
20
日
７

４
７
号
　
最
近
の
イ
ラ
ン

の
旅
か
ら
―
旅
で
見
た
も

の
と
ス
マ
イ
ル

第
２
回
　
３
月
５
日
７

４
８
号
　
イ
タ
リ
ア
中
部

の
中
小
都
市
巡
り
の
旅
か

ら
―
ま
ち
に
必
要
な
も
の

と
は第

３
回
　
３
月
20
日
７

４
９
号
　
運
河
の
ま
ち
の

旅
か
ら
―
運
河
か
緑
道
で

ま
ち
を
構
成
す
る

第
４
回
　
４
月
５
日
７

５
０
号
　
東
ア
ジ
ア
の
旅

か
ら
―
住
ま
い
や
ま
ち
を

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
す
る

第
５
回
　
５
月
５
日
７

５
１
号
　
海
外
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
（
船
旅
）
の
旅
か
ら

―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
考

え
る第

６
回
　
６
月
５
日
７

５
２
号
　
海
外
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
旅
か
ら
―
異
文

化
交
流
を
楽
し
む

第
７
回
　
７
月
５
日
７

５
３
号
　
海
外
の
旅
か
ら

―
優
れ
た
建
物
、
ま
ち
な

ど
は
長
く
愛
さ
れ
使
わ
れ

る
第
８
回
　
８
月
５
日
７

５
４
号
　
海
外
の
旅
か
ら

―
「
世
界
で
一
番
住
ん
で

み
た
い
街
パ
ー
ス
」
と
光

が
丘

中
東
の
Ｐ
の
頭
文
字

の
つ
く
三
大
世
界
遺
産

で
あ
る
シ
リ
ア
の
パ
ル

ミ
ラ
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
ペ

ト
ラ
は
既
に
訪
ね
た
の

で
、
残
る
イ
ラ
ン
の
ペ

ル
セ
ポ
リ
ス
（
紀
元
前

５
５
２
年
）
の
見
学
を

主
目
的
に
、
昨
秋
イ
ラ

ン
２
３
０
０
㎞
の
バ
ス

旅
行
を
し
た
。
イ
ラ
ン

の
歴
史
は
複
雑
で
気
の

遠
く
な
る
程
長
く
、
遺

跡
に
お
い
て
も
２
万
ヶ

所
以
上
あ
り
、
世
界
遺

産
は
17
で
日
本
と
ほ
ぼ

同
じ
数
を
有
し
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま

だ
世
界
遺
産
候
補
は
あ

る
と
い
う
。
ペ
ル
セ
ポ

リ
ス
や
イ
マ
ー
ム
広
場

は
や
は
り
圧
巻
だ
っ
た
。

イ
ラ
ン
と
い
う
と
日

本
で
は
危
険
な
国
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人

が
多
い
が
、
実
際
に
訪

ね
て
み
る
と
安
全
で
驚

く
ほ
ど
の
親
日
国
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
Ｔ
Ｖ
ド

ラ
マ
の
『
お
し
ん
』
を

見
て
「
昔
貧
し
か
っ
た

日
本
人
が
一
生
懸
命
働

き
頑
張
っ
て
素
晴
ら
し

い
国
を
作
っ
た
」
事
で

親
近
感
を
持
ち
、
ま
た

東
北
大
地
震
で
の
日
本

人
の
行
儀
の
良
さ
、
そ

し
て
車
、
カ
メ
ラ
な
ど

高
品
質
の
メ
イ
ド
イ
ン

ジ
ャ
パ
ン
へ
の
憧
れ
な

ど
か
ら
ら
し
い
。
特
に

『
お
し
ん
』
は
世
界
95
カ

国
以
上
で
放
映
さ
れ
、

エ
ジ
プ
ト
、
ベ
ト
ナ
ム

な
ど
を
訪
れ
た
際
も
評

判
を
耳
に
し
た
。
イ
ラ

ン
で
は
視
聴
率
が
90
％

を
越
え
そ
の
時
間
帯
に

は
渋
滞
も
解
消
し
た
と

の
事
。
又
、
学
生
達
や

若
い
カ
ッ
プ
ル
、
子
供

連
れ
夫
婦
な
ど
か
ら

「
イ
ラ
ン
へ
よ
う
こ
そ
」

と
声
を
か
け
ら
れ
、
ス

マ
ホ
で
一
緒
に
写
真
を

撮
ら
れ
る
事
数
回
、
楽

し
い
国
際
交
流
が
出
来

た
。こ

の
国
は
美
女
が
多

い
こ
と
で
も
有
名
で
あ

る
が
、
最
近
は
経
済
的

理
由
で
急
速
に
結
婚
率

が
低
下
、
出
生
率
も

１
・
４
に
下
が
り
問
題

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

通
貨
は
リ
ア
ル
（
２
５

０
リ
ア
ル
＝
１
円
）
で

あ
る
が
不
思
議
な
事
に

米
ド
ル
が
使
え
る
所
も

あ
っ
た
。
主
食
は
小
麦

粉
で
焼
い
た
ナ
ン
で
政

府
は
こ
の
値
段
を
低
く

維
持
す
る
た
め
、
小
麦

を
１
㎏
２
０
円
で
買
い

ナ
ン
の
店
に
は
２
円
で

渡
し
て
い
る
と
い
う
。

砂
漠
の
国
な
の
に
意
外

と
ト
マ
ト
等
野
菜
や
ス

イ
カ
等
果
物
が
ふ
ん
だ

ん
に
食
事
に
出
て
来
た

が
、
水
の
豊
富
な
南
部

の
地
帯
で
栽
培
し
て
い

る
ら
し
い
。
ピ
ス
タ
ッ

チ
オ
は
原
産
国
と
い
う
。

又
、
原
油
確
認
埋
蔵
量

は
世
界
第
２
位
で
１

ℓ
＝
２
０
円
、
重
油
は

１
０
円
で
電
気
も
安
い

の
で
日
本
の
３
倍
使
っ

て
い
て
、
50
年
後
に
は

石
油
が
な
く
な
る
の
で

原
子
力
発
電
の
研
究
が

必
要
だ
と
聞
い
た
。
イ

ラ
ン
は
唯
一
の
シ
ー
ア

派
を
国
教
と
し
て
い
る

国
で
世
界
の
イ
ス
ラ
ム

人
口
の
１
割
の
少
数
派

と
か
。
主
流
の
ス
ン
ニ

派
か
ら
常
に
蔑
視
の
対

象
と
さ
れ
被
支
配
層
に

甘
ん
じ
て
き
た
と
の
事

で
あ
る
。

こ
の
国
で
は
、
禁
酒

と
女
性
の
ス
カ
ー
フ
着

用
は
絶
対
的
で
あ
っ
た

が
、
旅
行
を
終
え
帰
国

の
便
に
乗
っ
た
途
端
、

女
性
達
は
ス
カ
ー
フ
を

と
り
、
男
性
は
ビ
ー
ル

に
笑
み
を
浮
か
べ
て
い

た
。イ

ラ
ン
を
旅
行
し
て

光
が
丘
と
は
２
つ
の
共

通
点
が
見
え
て
き
た
。

１
つ
は
治
安
の
良
さ
。

も
う
１
つ
は
自
分
が
住

ん
で
い
る
所
へ
の
プ
ラ

イ
ド
で
あ
る
。
そ
し
て

イ
ラ
ン
の
人
か
ら
学
ぶ

も
の
が
あ
れ
ば
、
人
々

へ
の
笑
顔
と
挨
拶
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
か
ら
日
本
も
光
が

丘
も
国
際
化
が
一
層
進

む
事
と
考
え
ら
れ
る
。

笑
顔
や
挨
拶
が
光
が
丘

の
イ
メ
ー
ジ
を
更
に
上

げ
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
少
し
参

考
に
し
た
ほ
う
が
良
い

か
も
知
れ
な
い
。

昭
和
13
年
新
潟
県
生

ま
れ
　
神
奈
川
県
川
崎

市
在
住

-600-

光
が
丘
Ｐ
Ｔ
計
画
者
　

井
上
　
十
三
男

最
近
の
イ
ラ
ン
の
旅
か
ら

旅
で
見
た
も
の
と
ス
マ
イ
ル

私
の
海
外
旅
行
と
光
が
丘
①

 

 


